
知
ら
れ
ぎ
る
長
和
庄
地
頭

暮
薔

一
昨
年
夏
、
福
山
城
古
文
書
館
で
浜
本
鶴
賓
が
書
写
し
た

『
芸
備
諸
家
系
図
算
録
」

の
「
田
総
長
井
系
図

」
を
閲
覧
し
て
い
る
と
、
現
在
迄
知
ら
れ
て
い
な
い
左
記
文
書

が
記
さ
れ
て
い
た
。

『
忌
宮
神
社
文
書
』

長
門
国
二
宮
社
造
事
、
任
延
慶
之
例
、
相
催

一
国
中
地
頭
御
家
人
等
、
可
終
其
功
之

由
、
被
仰
厚
東
入
道
之
処
未
道
行
云
々
、
年
限
延
引
之
条
、
神
慮
難
測
之
上
、
早
守

前
々
支
配
之
旨
、
厳
密
可
被
致
其
沙
汰
之
状
、
依
仰
執
達
如
伴
、

貞
和
五
年
六
月
九
日
　

　

（鵡
翻
籠
）

（花
押
）

長
井
縫
殿
頭

（重
継
）
殿

忌
宮
神
社
は
山
口
県
下
関
市
長
府
に
鎮
座
し
、
別
称
と
し
て
、
二
宮
神
社
、
豊
浦

宮
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

系
図
や
寺
社
の
縁
起
、
武
将
の
感
状
等
は
比
較
的
偽
物
を
作
り
や
す
い
も
の
と
さ
れ
、

高
師
直
の
施
行
状
が
偽
文
書
で
な
け
れ
ば
、

『
広
島
県
史
」
の
古
代
中
世
資
料
編
Ｖ

県
外
編
、
又
は

『
閥
閲
録
」
の
社
寺
編
忌
宮
文
書
の
何
れ
か
に
収
録
さ
れ
て
い
る
筈

定

と
、
調
べ
た
が
両
書
共
に
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
忌
宮
神
社
に
行
け
ば
原
文
書
の
手

掛
り
が
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
忌
宮
神
社
で
神
主
に
高
師
直
の
書
状
に

つ
い
て
問
合
せ
た
が
書
状
に
つ
い
て
の
解
答
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

ま
た
忌
宮
神
社
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
古
文
書
集
に
も
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
続
い
て

長
府
図
書
館
と
長
府
博
物
館
に
も
間
合
せ
た
が
両
館
共
に
不
明
で
、
下
関
市
で
は
文

書
の
確
認
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
幸
い
な
こ
と
に

『
大
日
本
史
料
」
に
収
録

さ
れ
て
い
た
の
で
真
文
書
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

忌
宮
神
社
の
由
来
は
、
社
伝
に
よ
る
と
、
仲
衰
天
皇
が
熊
襲
平
定
の
た
め
豊
浦
宮

を
興
し
て
七
ケ
年
間
政
務
を
執

っ
た
旧
跡
と
さ
れ
、
後
に
神
功
皇
后
を
杷
り
忌
宮
と

称
し
、
更
に
応
神
天
皇
を
も
杷
り
豊
明
社
と
し
、
後
こ
の
三
社
は
忌
宮
を
も

っ
て
代

表
的
に
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。
同
社
は
、
延
慶
二
年

（
一
三
〇
九
）
に
火
災
を
起

し
幕
府
は
同
年
四
月
、
御
教
書
を
下
し
て
造
営
を
進
め
、
更
に
同
年
十

一
月
に
も
御

教
書
を
下
し
て
、
長
門
国
中
に
段
別
米

・
銭
を
か
け
て
造
営
を
す
る
よ
う
に
守
護
に

命
じ
て
い
る
。

中
世
忌
宮
神
社
は
武
士
の
厚
い
崇
敬
を
受
け
る
、
足
利
幕
府
と
神
社
の
関
係
は
深

く
、
建
武
四
年

（
一
三
三
七
）
十

一
月
足
利
尊
氏
は
当
社
に
参
詣
、
前
年
二
月
九
州

/Jヽ
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に
敗
走
し
た
尊
氏
が
こ
の
神
社

に
参
詣
し
た
後
、
再
び
京
都
奪
還

に
成
功
し
た
こ
と

で
、
二
首

の
法
楽
和
歌
を
奉
納
。

こ
の
御
代

ハ
に
し
の
海

よ
り
お
さ
ま
り
て

よ
も
に
は
あ
ら
き
波
風
も
な
し

い
に
し

へ
の
二
の
た
ま
の
光
こ
そ

く
も
ら
ぬ
神

の
こ
ゝ
ろ
な
り
け
り

建
武
四
年
十

一
月
十
五
日

権
大
納
言
源
朝
臣
尊
氏

（花
押
）

そ
の
後
、
康
永
三
年

（
一
三
四
四
）
十

二
月
足
利
直
義
と
斯
波
高
経

の
二
人
が
、

建
武
三
年

に
参
詣
し
神

の
助
力
を
得
た
こ
と
を
感
謝
し
て
二
首
宛
奉
納
。
斯
波
高
経

は
建
武
三
年

の
長
門
国
、
国
大
将

で
あ
る
。

神

か
き
と
八
重
の
し
ほ
地
を

へ
た

つ
れ
と

こ
ゝ
ろ

つ
く
し
に
い
ま
も
わ
す
れ
ぬ

い
に
し

ヘ
ハ
人

の
国
ま
て
な
ひ
き
き
る

神

の
め
く
み
も
今
に
し
ら
る
ゝ

康
永
三
年
十
二
月
十
五
日

従
三
位
行
左
兵
衛
督
兼
相
模
守
源
朝
臣
直
義

（花
押
）

日
の
も
と
の
七
の
み
ち
も
お
さ
ま
り
ぬ

三
国
な
ひ
か
す
神

の
ま
も
り
に

い
は
じ
清
な
か
れ
の
す
ゑ
と
お
も
ふ
に
も

こ
の
神
か
き
を
猶
あ
ふ
く
か
れ

康
永
三
年
十

二
月
十
五
日

従
四
位
下
修
理
大
夫
源
朝
臣
高
経

（花
押
）

貞
和
五
年

（
一
三
四
九
）
九
月
、
実
父
尊
氏
か
ら
討
手
を
さ
し
む
け
ら
れ
て
、
輛

よ
り
九
州
に
敗
走
し
た
直
冬
が
、
勢
力
を
挽
回
し
中
国
地
方
を
掌
握
、
諸
国
の
静
論

を
祈
り
、
祈
願
和
歌
を
奉
納
。

か
は
り
つ
る
世
々
を
お
も

ヘ
ハ
こ
の
神
は

心
つ
く
し
の
の
ち
を
ま
ふ
り
き

い
に
し

へ
に
か
は
ら
ぬ
神
の
ち
か
ひ
な
ら
は

人
の
国
ま
で
お
さ
め
さ
ら
め
や

貞
和
七
年
六
月

一
日

正
五
位
下
行
左
兵
衛
佐
源
朝
臣
直
冬

（花
押
）

足
利
幕
府
は
国
家
の
威
信
を
誇
示
す
る
た
め
か
、
諸
国

一
。
二
宮
の
振
興
と
安
国

寺
、
利
生
塔
の
建
立
を
推
進
す
る
。

「
忌
宮
神
社
文
書
」

長
門
国
二
宮
社
大
宮
司
国
道
申
当
社
造
営
事
、
早
守
延
慶
支
配
之
例
、
相
催
国
中
地

頭
御
家
人
等
、
可
造
畢
之
由
、
急
度
鯛
遣
詑
、
急
速
致
沙
汰
、
可
終
其
功
之
状
如
件

暦
応
五
年
四
月
廿
三
日
　
　
　
直
義

（花
押
）

厚
東
太
郎
入
道
殿

暦
応
五
年

（
一
三
四
二
）
足
利
直
義
は
、
長
門
守
護
厚
東
武
実
に
命
じ
て
、
地
頭

御
家
人
等
を
催
促
さ
せ
て
、
忌
宮
造
営
を
下
命
す
る
。

続
い
て
翌
康
永
二
年

（
一
三
四
三
）
十

一
月
に
は
、

「
忌
宮
神
社
文
書
』
に
よ
る
と
、

高
師
直
が
厚
東
太
郎
に
宛
て
た
書
状
に
よ
る
と
、
元
弘
以
降
忌
宮
神
社
は
軍
陣
と
な

っ
■
秘
れ
た
の
で
、
長
門
国
中
の
地
頭

・
御
家
人
を
催
促
し
て
社
殿
を
新
造
し
、　
一
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日
も
早
く
そ
の
功
を
終
え
る
よ
う
に
命
じ
て
い
る
。

厚
東
氏
は
合
戦
等
で
延
引
執
行
し
な
か
っ
た
の
で
、
六
年
後
の
貞
義
五
年
に
、
備
後

の
地
頭
で
あ
る
長
井
菫
継
（推
定
年
齢
六
十
才
前
）
に
施
行
状
が
出
さ
れ
た
。

厚
東
武
実
は
長
門
国
で
は
名
将
の
誉
れ
が
高
く
、
鎌
倉
時
代
の
末
期
か
ら
、
南
北

朝
初
期
に
か
け
て
活
躍
す
る
。
鎌
倉
時
代
末
の
長
岡
国
は
長
門
探
題
北
条
時
直
の
支

菫
下
に
あ
り
、
時
薩
は
元
弘
二
年

（
一
二
五
三
）
議
二
月
、
大
内

・
厚
東
等
の
防
曇

の
将
士
を
従
え
て
上
洛
中
、
備
後
の
海
上
で
村
上
水
軍
に
妨
げ
ら
れ
て
果
せ
な
か
っ

た
。
其
の
後
、
武
実
は
探
題
軍
か
ら
反
探
題
軍
に
転
じ
、
探
題
館
を
攻
め
た
の
で
、

北
条
時
直
は
支
え
る
こ
と
が
で
き
ず
館
を
捨
て
ゝ
譲
奔
す
る
。
建
武
の
新
政
が
発
足

す
る
と
、
武
実
は
戦
功
に
よ
っ
て
長
門
の
守
護
に
任
命
さ
れ
る
。

建
武
三
年

（
一
三
二
六
）
正
月
足
利
尊
氏
は
京
都
で
大
敗
し
、
大
内
長
弘
と
厚
東
武

実
の
率
い
る
兵
船
二
百
余
艘
で
、
兵
庫
よ
う
海
路
九
州
に
下
る
。

多
々
良
浜
の
戦
で
菊
地
武
敏
を
破
り
、
四
月
に
再
び
長
府
に
入
り
、
上
洛
の
計
画
を

練
り
な
が
ら
二
十
日
を
過
し
東
上
、
同
年
二
月
二
十
五
日
に
深
川
で
、
楠
本
正
成
を

破
り
翌
月
入
京
す
る
。

以
後
武
実
は
足
利
氏
に
従

っ
て
各
逸
を
転
戦
、
貞
和
三
年

（
一
三
甕
七
）
の
暮
か
ら

翌
年
の
四
月
に
か
け
て
、
武
実
は
河
内
国
の
東
条
か
ら
四
条
畷
に
転
戦
中
、
病
に
か

ゝ
り
、
貞
和
四
年
十

一
月
九
日
京
都
で
没
す
。
守
護
職
は
武
実
か
ら
子
息
の
武
村
に

同
年
の
四
月
に
譲
る
、
守
護
職
を
受
け
継
い
だ
武
村
は
尊
氏
方
に
属
し
北
朝
方
と
共

に
行
動
し
た
。

蒙
古
襲
来
以
後
の
、
建
治
元
年

（
一
二
七
五
）
か
ら
延
慶
三
年

（
一
三

一
〇
）
の

間
に
、
幕
府
は
守
護
に
命
じ
て
管
国
内
の
寺
社
に
、
異
国
降
伏
の
析
祷
を
数
回
行
は

せ
て
い
る
。
ま
た
、
延
慶
二
年
二
月
に
、
幕
府
は
寺
社
修
理
を
命
じ
て
い
る
。

鎌
倉
時
代
以
降
、
管
国
内
の
寺
社
は
守
護
を
中
心
と
し
て
祭
杷
や
修
理
が
行
わ
れ
、

貞
和
五
年
の
忌
富
神
社
遣
営
下
命
は
、
従
来
の
例
で
は
当
然
新
守
護
厚
東
武
村
が
儀

命
さ
れ
る
べ
き
で
、
守
護

・
守
護
代
で
も
な
い
遠
国
、
備
後
の
地
頭

（
田
総
庄

・
長

和
庄
東
方

・
小
童
保

・
石
成
庄
）
長
井
重
継
が
神
社
造
営
を
命
ぜ
ら
れ
た
だ
け
の
文

書
に
見
え
る
が
、
高
師
直
に
は
別
の
狙
い
が
あ
っ
た
も
の
と
推
定
す
る
。

幕
府
の
内
部
に
お
い
て
、
直
義
派

・
師
直
派
が
康
永
元
年

（
一
三
四
二
）
の
こ
ろ

か
ら
形
成
さ
れ
、
貞
和
四
年
正
月
四
条
畷
の
激
戦
で
高
師
直

・
師
泰
軍
が
続
木
正
行

軍
に
勝
、
師
直
の
饗
鰹
が
あ
が
り
、
直
義
と
師
直
の
対
立
が
決
定
的
な
も
の
と
な
る
。

政
敵
、
足
利
直
義
の
養
子
直
冬
は
ニ
ケ
月
前
の
貞
和
五
年
甕
月
に
、
長
門
探
題
と
し

て
中
国
地
方
八
ケ
国
の
成
敗
権
を
も

っ
て
、
輛
に
来
に
し
て
い
た
。
こ
の
直
冬
追
落

の
布
石
と
し
て
打

っ
た
手
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

類
の
備
後
守
護
所
の
隣
接
地
で
あ
る
、
長
和
庄
東
方

（福
山
市
田
尻
町
、
箕
島
町
、

水
呑
町
の
大
部
分
）

へ
磯
後
の
地
頭
御
家
人
を
集
め
、
輌
の
画
冬

へ
圧
力
を
か
け
、

た
と
え
直
冬
が
長
岡
方
面
に
逃
れ
た
と
し
て
も
、
重
継
等
を
中
心
と
し
て
忌
宮
神
社

造
営
の
名
目
で
長
門
迄
の
追
撃
を
考
え
て
の
深
謀
遠
略
が
、
尊
氏

・
師
直
の
頭
に
描

か
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

同
年
間
六
月
、
直
義
は
尊
氏
に
追

っ
て
、
舞
直
の
執
事
職
を
籠
免
さ
せ
る
。
直
義
の

中
傷
で
執
事
職
を
、
高
師
泰
の
子
轟
世
に
譲
ら
さ
れ
た
師
直
は
、
河
内
国
に
出
陣
し

て
い
た
師
泰
に
帰
洛
を
命
じ
る
。
薩
義
も
対
策
を
綴
て
ヽ
い
て
、
高
師
直

・
師
泰
の

討
伐
を
想
定
し
、
直
冬
を
素
に
駐
雪
さ
せ
上
洛
さ
せ
る
手
筈
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

師
直
は
赤
松
則
村
に
播
摩
を
固
め
さ
せ
た
の
で
直
冬
の
上
洛
は
阻
止
さ
れ
た
。
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同
年
八
月
、
師
直
は
五
万
余
騎
の
軍
事
力
を
背
景
に
、
直
義
の
地
位
を
尊
氏
の
息
義

詮

（菫
冬
弟
）
に
譲
ら
す
、
翌
九
月
義
譲
の
身
の
安
全
を
計
る
た
め
、
尊
氏
方
の
杉

原
又
四
郎
が
直
冬
を
攻
撃
す
る
と
、
直
冬
は
河
尻
幸
俊
の
船
で
麗
後

へ
逃
れ
る
。

其
の
後
、
河
尻
と
詫
磨
宗
直

（
大
友
能
直
の
支
族
）
は
直
冬
を
奉
じ
て
宇
都
宮
氏
と

戦
う
。
同
年
十

一
月
、
直
冬
は
詫
磨
宗
直
を
筑
後
守
護
織
に
任
じ
、
次
い
で
河
尻
華

俊
に
も
肥
前
守
護
職
を
与
え
て
い
る
。
翌
観
応
元
年

（
一
二
五
〇
）
五
月
、
安
芸
の

書
川
氏
、
石
見
の
二
隅
氏
が
面
冬
党
と
し
て
挙
兵
し
、
直
冬
党
は
九
州
か
ら
中
鰯
筋

に
か
け
て

一
大
勢
力
に
と
発
展
し
て
、
幕
府
も
放
置
で
き
な
く
な
り
、
翌
六
月
、
高

師
泰
の
派
遣
と
な
り
、
購
泰
は
院
宣
と
錦
幡
を
用
意
し
て
石
見
に
下
向
す
る
。

「
詫
磨
文
書
』

下
、
詫
磨
別
当
宗
直

播
摩
国
五
ケ
盛
、
赤
松
入
道
跡
、
遠
江
国
浜
松
庄
、
越
後
守
跡

（高
師
泰
）
、
長

井
縫
殿
頭
跡
所
鎮
等
事
、

右
、
為
勲
功
之
賞
所
宛
行
也
、
早
守
先
例
、
可
令
領
掌
之
状
如
件
、

貞
和
六
年
八
月
晦
日
　
　
　
　
　
　
（直
冬
）

（花
押
）

直
冬
を
最
も
苦
し
め
た
、
赤
松
氏

・
高
師
泰

ヽ
長
井
重
継
に
対
し
て
、
直
冬
は
所

領
剥
奪
の
挙
に
出
た
の
で
あ
る
が
、
果
し
て
詫
磨
宗
直
は
所
領
を
支
配
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
以
後
の
こ
と
は
不
明
で
あ
る
。

長
和
症
に
つ
い
て
、
従
来
の
定
説
は
下
地
中
分
の
結
果
、
現
在
地
頭
分
と
呼
ば
れ

る
西
南
半
分
が
地
頭
の
支
配
地
で
福
山
湾
岸
沿
い
が
悲
田
院
の
支
配
地
と
さ
れ
て
き

た
。

蟻
頭
分
村
の
村
名
が
付
け
ら
れ
る
の
は
、
福
島
正
則
の
慶
長
検
地
で
あ
る
。
し
か
し
、

検
地
が
実
施
さ
れ
た
七
十
年
以
前
の
享
禄
三
年

（
一
五
三
〇
）
に
熊
野
町
の
、　
一
乗

曲
城
主
で
あ
る
渡
辺
城
中
守
兼
が
書
残
し
た

「
渡
辺
先
祖
覚
書
』
に
よ
る
と
、
初
代

渡
辺
信
濃
守
高
の
項
に
、
「
症
主
ハ
六

・
七
年
之
間
毎
年
被
下

（京
都
と
長
和
庄
を

往
復
）
其
後
、
長
和
寺
家

（悲
田
院
）
分
、
五
拾
貫
之
請
定
に
悲
轟
院
衆
よ
り
後
に

ん
を
申
う
け
高
に
被
出
候

」
「
高
に
男
子
二
人
あ
り
、　
一
人
は
長
穣
福
成
寺

（地
頭

分
む

贔

撻

効
蓉

腹
之
由
申
伝
候
也

」
、
三
代
目
、
渡
辺
信
濃
守
家
の
項
に
「
然
共
、

難
留
分
、
爾
　
上
下
　
市
村
　
宇
山
、
長
和
　
寺
家
　
半
済

（
守
護
管
理
地
、
幕
府

が
庄
園
の
年
貢
の
半
分
を
武
士
に
与
え
た
）
何
連
れ
も
放
れ
、
寺
家
の
内
、
麗
中
名

（地
頭
分
村
）
と
申
先
地
故
に
」
と
、
今
迄
の
説
と
は
全
く
正
反
対
の
地
頭
分
村
の

あ
た
り
は
悲
田
院

（寺
家
半
済
地
）
の
領
所
で
渡
辺
氏
の
代
官
地
で
あ
っ
た
と
書
残

し
て
い
る
。

長
和
庄
で
は
、
鎌
倉
時
代
の
終
頃
、
下
地
中
分

（圧
国
の
領
家

，
雄
頭
の
争
を
土
地

の
折
半
で
解
決
す
る
）
の
結
果
、
半
分
が
悲
田
院
の
支
配
地
と
な
り
、
残
り
の
半
分

が
地
頭
の
支
配
地
と
な
る
が
、
地
頭
職
は
更
に
分
割
さ
れ
て
、
東
方
地
頭
職
と
西
方

地
頭
職
に
分
割
さ
れ
る
。
地
頭
職
は
庄
理
の
東
方
と
西
方
の
方
角
に
地
頭
職
が
存
在

し
た
の
で
は
な
く
、
悲
田
院
支
配
地
を
除
外
し
た
地
頭
職
に
対
し
東
方
と
西
方
を
名
付

け
た
も
の
で
、
南
都
北
嶺
と
か
六
波
羅
南
北
探
堤
で
も
わ
か
る
よ
う
に
対
象
と
な
る

二
蠅
点
に
対
し
て
、
当
時
は
東
西
と
か
南
北
の
呼
称
が
付
け
ら
れ
る
。

一
例
を
挙
げ
る
と
、
慶
長
検
地
で
沼
限
郡
に
東
村

（福
山
市
東
村
町
）
が
誕
生
す
る

が
、
東
村
の
位
置
は
沼
隈
郡
の
東
部
で
な
く
、
逆
方
向
の
北
西
部
に
位
置
し
、
隣
村
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に
は
西
村
が
あ
っ
て
、
東
西
と
対
象
村
名
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

繭
北
朝
戦
乱
期
と
な
り
、
軍
費
調
達
の
目
的
で
、
応
安

（
一
二
六
八
）
半
済
令
が

発
せ
ら
れ
、
長
和
庄
で
も
寺
家
支
配
地
の
下
地

（土
地
）
の
半
分
が
武
家
に
与
え
ら

れ
、
以
後
悲
調
院
の
支
配
地
は
空
園
全
域
の
四
分
の

一
に
減
少
、
残

っ
た
四
分
の

一

の
寺
家
分
を
渡
辺
信
濃
守
高
が
二
十
貫
で
錆
負

っ
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
應
永
十
九
年

（
一
四

一
二
）
の
頃
に
は
悲
田
院
の
支
配
が
終
り

長
和
庄
全
域
は
武
家
の
支
配
地
と
化
し
て
い
た
。

寺
家
と
半
済
地
が
瀬
戸
簿

（編
長
和
村

・
山
北
村

。
地
頭
分
村
）
の
あ
た
り
と
す

る
と
、
村
高
と
地
形
の
関
係
か
ら
地
頭
の
支
配
地
は
、
福
山
湾
岸
の
海
沿
の
地
と
な

り
、
田
総
長
井
氏
の
東
方
地
頭
織
の
地
域
は
、
日
尻
町

・
箕
島
町

・
水
呑
町
の
大
部

分
　
考
え
ら
れ
、
福
原
長
井
氏
の
西
方

（北
方
と
も
書
く
）
地
頭
織
の
地
域
は
、
水

呑
町
の
小
水
呑
以
北

・
草
戸
町

・
西
神
島
町

・
佐
波
町
が
考
え
ら
れ
る
。

長
井
氏
は
、
大
江
広
元
の
二
男
で
あ
る
長
井
時
広
の
子
孫
と
諸
書
に
記
さ
れ
て
き

た
の
で
あ
る
が
、
大
渡
広
元
が
没
し
た
翌
年
の
、
嘉
禄
二
年

（
一
三
二
六
）
八
月
二

日
の

『
明
月
記
饉
に
は
「
心
寂
房
来
談
、
日
来
風
聞
事
委
談
之
、
長
井
入
道
広
元
予

時
広
、
執
聟
待
従
氏
道

（従
四
位
下
中
将
、
藤
原
氏
道
Ｙ
蒸
々
、
後
闇
、
又
説
忠
行

（従
二
位
兵
純
郷
内
蔵
頭
、
藤
原
忠
行
）
卿
次
男
侍
従
派
々
、
嚢
心
寂
房
は
藤
原
定
家

の
家
に
よ
く
出
入
し
て
は
、
四
方
山
話
を
し
て
い
た
よ
う
で
、
時
広
は
藤
原
氏
出
身

で
あ
っ
た
伝
え
聞
い
た
と
記
し
て
い
る
。

露
総
氏
は
、
長
井
縫
殿
頭
重
継
の
祖
父
で
あ
る
田
総
重
広

（時
広
の
孫
）
が
田
総

庄
に
入
部
、
田
総
氏
を
名
乗

っ
た
と
の
説
が
あ
る
が
、
重
広
が
当
主
の
時
代
と
考
え

ら
れ
る
。
嘉
元
三
年

（
一
三
〇
五
）
の

『
田
総
文
書
』
田
総
菫
和
与
状
に
は
、
「
地

頭
代
重
宗

」
と
長
井
氏
は
在
鐘
せ
ず
、
代
官
に
よ
る
管
領
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
史
料

の
残
る
備
後
国
儀
敷
慮

・
美
濃
圏
護
部
慮

・
美
濃
圏
遠
山
籠
の
ニ
ケ
度
は
健
れ
も
代

富
を
現
地
に
派
遣
し
て
在
地
支
配
を
し
て
い
る
。

長
井
氏
は
京
都
四
条
鳥
丸
の
簿
歴
の
守
護
人
を
勤
め
て
い
る
が
、
守
護
人
は
京
都

住
の
御
家
人
で
組
織
さ
れ
て
い
た
。

変

っ
た
史
料
に
京
都
と
鎌
倉
の
死
者
を
記
録
し
た
、

「
常
楽
記
』
が
あ
り
、
長
井

氏

一
族
は
、
元
應
二
年

（
一
三

一
九
）
か
ら
貞
和
四
年

（
一
三
四
八
）

の
三
十
年
間

に
、
十
二
名
記
さ
れ
て
い
る
が
、
以
後
長
井
氏
は
全
く
記
さ
れ
な
く
な
る
。
長
井
氏

は
南
北
朝
時
代
に
な
る
と
住
み
に
く
く
な
っ
た
京
都
と
、
鎌
倉
を
離
れ
て
麺
方
の
荘

療
に
移

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

大
江
広
元
と
長
井
時
広
が
公
家
の
出
身
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
長
井
氏
は
京
都
と
鎌

倉
に
住
ま
い
し
て
い
て
、
国
衛
領
、
庄
轟
を
侵
略
す
る
御
家
人
と
な
ら
ず
、
文
官
的

能
史
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

建
武
二
年

（
菫
姜
圭
◇

四
月
、
足
利
尊
氏
が
攻
上
っ
た
晴

長
井
菫
継
は
尊
氏
方

（北
朝
）
に
属
し
行
動
を
共
に
し
た
よ
う
で
あ
る
。　
し
か
し
長
井

一
族
の
ほ
と
ん
ど
は
、

南
朝
に
加
担
し
た
よ
う
で
、
延
元
元
年

（
〓
岳
圭
◇
　
四
月
の

「
建
武
年
間
記
』
武
者

所
結
番
に
よ
る
と
、　
梅
木
正
成

・
名
和
長
年

・
新
田
貞
義

（義
貞
力
）
等
総
員
六
十

三
名
の
中
に
、
長
井
因
幡
守
ぇ
懸
モ

長
井
掃
部
助
貞
匡

・
長
井
右
近
大
大
将
監
高
広

長
井
大
膳
権
大
夫
広
秀

・
長
井
前
治
郎
少
輔
頼
秀

（長
和
庄
西
方
地
頭
）
の
五
名
の

名
前
が
あ
り
、
翌
五
月
、
漆
編
の
戦
い
で
楠
本
正
成
は
敗
死
、
新
田
軍
は
敗
走
、
後

醍
醐
天
皇
は
坂
本
に
遷
行
、
虐
従
者
に
長
井
氏
の
名
は
見
当
ら
な
い
。

康
永
三
年

（
一
三
四
五
）
二
月

『
結
城
文
書
」
に
よ
る
と
、
幕
府
の
引
付
結
番
に
、
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長
井
出
羽
守

（頼
秀
の
子
息
貞
頼
、
長
和
庄
西
方
地
頭
）
長
井
縫
殿
頭

（
重
継
）
長

井
治
郎
少
輔

（頼
秀
）
が
任
命
さ
れ
て
い
る
長
井
重
継
は
並
地
頭
で
な
く
、
有
能
で

実
力
を
兼
備
え
た
地
頭
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

古
文
書
よ
り
も
確
か
な
史
料
に
遺
跡
が
あ
り
、
草
戸
町
の
常
福
寺

（
現
在
の
明
王

院
）
の
本
堂
に
は
「
元
應
三
年

（
一
三
二

一
）
二
月
十
四
日
、
沙
門
頼
秀

」
の
墨
書

が
あ
り
、
貞
和
四
年
十
二
月
の
五
重
塔
の
相
輪
伏
鉢
陰
刻
銘
に
「
住
持
沙
門
頼
秀

」

と
彫
込
ま
れ
た
地
頭
頼
秀
の
名
前
が
二
国
宝
に
残
さ
れ
て
い
る
。

長
和
庄
西
方
地
頭
長
井
頼
秀
に
つ
い
て
、　
一
番
の
問
題
は
常
福
寺
の
関
係
で
あ
る

が
、
江
戸
時
代
に
創
作
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
寺
縁
起
や
、
元
和
七
年

（
一
六

六
三
）
の
疑
間
の
多
い
本
堂
の
棟
札
が
、
参
考
史
料
と
さ
れ
た
た
め
か
究
明
は
進
ん

で
い
な
い
。

明
暦
元
年

（
一
六
五
五
）
の
頃
、
常
福
寺
と
明
王
院
が
合
併
す
る
、
常
福
寺
十
七

世
舜
意
は
地
頭
分
村
の
福
成
寺
の
住
僧
と
な
り
、
合
併
後
の
明
王
院
の
住
職
に
は
、

新
し
く
宥
仙
十
八
世
が
住
僧
と
な
る
。
以
後
、
年
月
は
移
り
、
住
僧
勝
剛
二
十
七
世

は
、
嘉
永
三
年

（
一
八
五
〇
）
に
没
し
て
い
る
。
宥
仙
か
ら
勝
剛
迄
の
延
年
数
は
、

一
九
五
年
で
、
住
僧

一
世
当
り
の
平
均
年
数
は
、　
一
九

・
五
年
に
な
る
。

寺
伝
の
開
創
と
す
る
大
同
二
年

（
八
〇
七
）
か
ら
明
暦
元
年
迄
の
延
年
数
は
八
五

〇
年
で
、
住
僧

一
世
当
り
の
在
住
職
年
数
五
十
年
と
常
識
で
考
え
ら
れ
な
い
年
数
と

な
る
。
江
戸
時
代
の
平
均
年
数
で
あ
る

一
九

・
五
年
で
、
十
七
世
湖
る
と
開
創
は
元

亨
三
年

（
一
三
二
三
）
と
な
り
、
本
堂
墨
書
の
元
應
三
年

（
一
三
二

一
）
と
略

一
致

す
る
こ
と
は
、
本
堂
を
建
立
し
た
時
が
、
常
福
寺
開
創
の
年
と
し
て
誤
な
い
も
の
と

推
定
す
る
。

従
来

『
毛
利
家
文
書
』

の

一
三
七
〇

・
一
三
七

一
号
文
書

の
関
東
御
教
書

に
記
さ

れ
て
い
る
、
長
井
出
羽
左
近
大
夫
将
監
入
道
が
頼
秀

で
あ
る
、
と
さ
れ
て
き
た
の
で

あ
る
が
、

『
建
武
年
間
記
』
は
頼
秀
を
治
郎
少
輔
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
左
近

大
夫
将
監
は
頼
秀
と
は
別
人
で
、
頼
秀

の
父
親

か
と
推
則
す
る
。

『
尊
卑
分
脈
』
の
大
部
分

の
系
図
は
高
く
評
価
さ
れ
て
当
然

で
あ
る
が
、
大
江
系

図

の
長
井
氏
は
誤
が
多
く
、
信
頼
性

の
低

い
史
料

で
下
記

の
よ
う
な
誤
が
あ
る
。

一
、
長
井
時
広
を
関
東
評
定
衆
と
し
て
い
る
が
、
時
広
は
評
定
衆

に
任
命
さ
れ
て
い

な
い
。

『
群
書
類
従
』
四
十
九
、
関
東
評
定
衆
伝
。

二
、
長
井
因
幡
守
貞
泰
は
、
関
東
評
定
衆
長
井
時
秀

の
孫

で
あ
る
が
、
備
後
守
護
長

井
頼
重

の
曽
孫
と
書
か
れ
て
い
る
。
　
コ
還
山
文
書
」

（足
利
直
義
神
判
下
知
状
写
）

三
、
花
園
天
皇

の

「
花
園
院
震
記
』

に
よ
る
と
、
元
弘
元
年

（
一
三
二

一
）
十

一
月

二
十
六
日
、
幕
府

の
使
者
と
し
て
長
井
右
馬
助
高
冬
が
入
洛
す
る
。
後
、
高
冬
は

後
醍
醐
天
皇

の
隠
岐
島
配
流
を
実
行
さ
せ
て
い
る
が
、
系
図

に
見
当
ら
な
い
。

四
、

「
常
楽
記
」
に
、
長
井
氏
の
死
者
十

二
名
中
、
系
図
と
名
前
が

一
致
す
る
者
は

僅
か
三
名
で
、
七
割
五
分

の
人
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。

頼
秀

の
子
孫

で
あ
る
福
原
対
馬
が
、
享
保
十
年

（
一
七
二
五
）

の
頃

に
書

い
た

「
閥
閲
録
』
八
ノ
ニ
先
祖
書

に
は
頼
秀

に
つ
い
て

「
頼
秀
、
左
近
将
監
、
因
幡
守
、
出
羽
弾
正
蔵
人
、

出
羽
前
司
、
法
名
道
可

元
徳
元
年
八
月
十

一
日
死
、
六
十
三
歳

」

と
記
し
て
い
る
が
、
左
近
将
監
、
因
幡
守
、
出
羽
守

の
確
證
は
無
く
、
出
羽
弾
正
蔵

人
は
子
息
貞
頼
が
名
乗
っ
た
受
領
名
で
あ
る
。
法
名
道
可
は
頼
秀

で
あ
り
、
頼
秀

は
元
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徳
元
年
八
月
死
と
し
て
い
る
が
、
同
年
十
二
月
に
頼
秀
は
、

「
毛
利
家
文
書
』

一
三

七
二
号
文
書
に
譲
状
を
書
い
て
い
る
し
、
貞
和
四
年
に
五
重
塔

へ
の
陰
刻
名
が
残
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
頼
秀
が
生
き
て
い
た
証
で
、
元
徳
元
年
八
月
死
は
誤
で
あ
る
。

保
延
三
年

（
一
一
三
七
）
鳥
羽
上
皇
に
よ
っ
て
安
楽
寿
院
が
創
建
さ
れ
る
。
足
利

尊
氏
の
先
祖
、
源
義
家
の
孫
で
あ
る
足
利
義
康
が
、
足
利
氏
の
本
領
下
野
国
足
利
庄

を
安
楽
寿
院

へ
寄
進
し
、
足
利
氏
は
足
利
庄
の
預
所
職
を
相
伝
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
安
楽
寿
院
領
は
八
条
院

（鳥
羽
天
皇
第
二
王
女
）
の
知
行
と
な
り
、
以
後

八
条
院
御
領
は
皇
室
領
と
し
て
伝
領
さ
れ
、
延
慶
元
年

（
一
三
〇
八
）
関
八
月
に
、

尊
治
親
王

（後
醍
醐
天
皇
）

に
譲
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
天
皇
家
と
足
利
氏
と
は
、
所
領
を
通
じ
て
古
く
か
ら
結
び
つ
い
て
い

て
、
元
弘
三
年

（
一
三
三
一こ

五
月
、
鎌
倉
幕
府
の
命
を
受
け
西
上
し
た
足
利
高
氏

（尊
氏
）
は
、
幕
府
に
背
き
後
醍
醐
天
皇
の
官
軍
に
味
方
を
す
る
。

延
元
四
年

（
一
三
二
九
）
八
月
、
後
醍
醐
天
皇
が
吉
野
の
宮
で
崩
じ
ら
れ
る
と
、
尊

氏
は
、
天
皇
の
菩
提
を
弔
う
た
め
天
龍
寺
を
創
建
す
る
。

長
和
庄
は
、
安
楽
寿
院
の
末
寺
で
あ
る
興
善
院

へ
、
藤
原
惟
方
と
民
部
郷
三
位
局

（藤
原
季
成
の
妻
で
惟
方
の
姉
、
以
仁
王
の
祖
母
）
等
が
仁
平
元
年

（
一
一
五

一
）

に
寄
進
し
た
庄
園
で
、
八
条
院
御
領
と
し
て
伝
領
さ
れ
、
足
利
庄
と
同
様
に
、
後
醍

醐
天
皇
の
所
領
で
あ
っ
た
。

地
頭
長
井
氏
の
先
祖
、
大
江
広
元
は
藤
原
光
能
の
子
で
あ
り
、
ま
た
、
娘
婿
の
長
井

時
広
も
藤
原
氏
の
出
身
と
し
て
誤
り
な
い
よ
う
で
、
庄
園
を
通
し
て
、
天
皇
家
と
公

家
の
後
裔
長
井
氏
の
関
係
は
続
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

当
時
、
幕
府
は
守
護
を
通
じ
て
、
安
国
寺

・
利
生
塔
の
建
立
し
て
い
た
時
に
、　
一

地
頭
の
力
で
塔
婆

（利
生
塔
と
同
、
五
重
塔
）
を
完
成
さ
せ
た
頼
秀
の
頭
を
何
が
去

来
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

元
弘
三
年

（
一
三
二
三
）
五
月
、
足
利
尊
氏
の
六
波
羅
攻
め
に
、
京
都
守
備
配
置

に
付
い
て
い
た
長
井
氏
が
、
主
家
北
条
氏
を
裏
切
り
攻
撃
軍
に
参
陣
し
、
続
い
て
、

建
武
三
年

（
一
三
二
六
）
南
朝
方
に
与
し
な
が
ら
、
後
醍
醐
天
皇
を
輔
弼
し
て
最
後

迄
行
動
し
な
か
っ
た
こ
と
等
々
、
元
弘
以
来
の
戦
没
者
、
後
醍
醐
天
皇
と
北
条

一
族

の
遺
霊
を
供
養
す
る
大
き
な
目
的
と
、
文
字
に
し
て
後
世
に
残
す
こ
と
の
で
き
な
い

秘
密
が
か
く
さ
れ
て
い
た
と
も
思
は
れ
る
。

幸
い
に
し
て
草
戸
千
軒
の
関
係
で
、
長
和
庄
の
究
明
も
進
め
ら
れ
、
我
々
地
元
民

も
、
長
井
氏
の
史
料
を
冷
静
に
検
討
し
て
誤
り
の
な
い
歴
史
を
後
世
に
伝
え
て
ゆ
き

た
い
も
の
で
あ
る
。
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